
 

 

 

 

 

    
    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    

７月７日■気仙地区の消防操法
競技会、今年は大船渡会場。市内
代表として地元 3 分団 2 部が 
出場。大変お疲れ様でした。 

７月 25 日■お声がけいただき 
1・2 年生を対象とした探究特別授
業「大船渡学夏の陣２０２４ 
哲学対話 DAY」へ参加。 

９月８日■消防車輛の展示、
AED 体験、放水体験など、大船
渡市防災センターで開催。家族
連れで大変賑わっていました。 

10 月 17 日■大船渡商工会議所女
性会の 40 周年記念式典。震災を
経ての今日は、諸先輩方のたゆま
ぬ努力と献身的な活動の賜物。 

 

 

 

  

10 月 27 日■学校統合のため、今
年度で最後となる大船渡中学校
文化祭の郷土芸能発表へ。平七福
神を躍った３年生と記念に。 

11 月 11 日■今年で 11 回目を迎
えた、大阪・泉大津さんま祭りへ。
大船渡直送のさんま 1300 匹。来場
者は 8000 人！継続的開催に感謝。 

ゆうこの毎 日 ２０２４年７月～12 月 

７月 10・11 日■ 
全国地方議会サミット 2024 In 東京・早稲田大学 

今年のテーマは「非常事態への備え・これからの議会」
東日本大震災・熊本地震についてそれぞれの議会・首長
からの経験報告に加え、能登半島地震被災地の議会から
の現状報告。平時にやっていないことは、有事の際に機
能しないということを再認識。そして江藤俊昭先生など
から議会改革の最新トレンドなど学びました。 

全国から集まった 

約 800 名の地方

議員と共に 濃密

な２日間を過ご

し、学びと刺激を

ゲット！ 

元三重県知事で、 

早稲田大学名誉教

授、早稲田大学マ

ニフェスト研究所

顧問である北川正

恭先生と 

８月３日■ 三陸・大船渡夏まつり 
８月６日■ 盛町灯ろう七夕まつり 

2 年目となった市民有志「みんなでおど
っぺし！おおふなと」両まつりの道中お
どりににぎやかに参加、延べ 100 名！今
年は久々に愛知県からもお越しいただき
ました。復興支援をきっかけに、今なお
大船渡を応援くださることに感謝です。 

母校！ 

大船渡高校 

「食事を通して、こどもから高齢の方ま
で、みんなが交流できる、地域の居場所
づくりをしたい」との思いに賛同してく
れた仲間と共にスタート。当日は約 100
名の参加者。沢山の応援をいただき開催
できました。継続開催を目指します。 

〇1974 年 7 月 31 日生 日頃市町出身・現在大船渡町下平在住 

【経歴】日頃市小学校・日頃市中学校・大船渡高校・東北学院大学経済学部卒業、衆議院議員秘書、 

  NPO 法人職員などを経て、㈱カメリア社中を起業。 2020 年５月から大船渡市議会議員、現在２期目 

        【議会】・議会運営委員会 委員長 ・産業建設常任員会 委員  

・大船渡地区消防組合議会 議員 ・議会だより編集委員会 委員 
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佐藤ゆうこ後援会 納 涼 会 

７月 28 日■平のゆうこ事務所にて、 
はじめての納涼会を開催。バーベキュー 
や、すいか割り、途中、地元平七福神の 
うたいを披露いただくなど、和やかに 
お開きいただきました。 

12 月 15 日■ プレオープン 
ひころいち・みんなの食堂実行委員会 

大阪・ 

泉大津へ！ 

おおふなと防災フェア 

大船渡中学校 最後の文化祭 



      令和６年第３回定例会 
   2024 年９月６～26日 

      

      

1. 医療的ケア児に対する支援について 
医ケア児について、当市におけるその現状を心配する女

性からのご相談がきっかけで、一般質問で取り上げるこ

とにしました。彼女を通して医ケア児を持つご家族の切

実なお声も聞かせていただき、そのご負担を少しでも解

消できたらと思い、議会に臨みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

優子 在宅レスパイト事業について、国の「医療的ケア児等

総合支援事業」（負担：国 1/2・自治体 1/2）を活用し、訪問

看護の利用に対する財政的支援をする考えはないか？  

答弁 住田町含め県内３つの町で事業を実施。先行自治体の

例を参考に、ニーズを捉え、有効な活用を検討していく。 

ゆうこの視点 日常的に胃ろうや、たんの吸引などの医療 

行為が必要な場合、高齢者であればお世話いただける施設が

地域内にもありますが、医ケア児を受け入れる施設はないた

め、家族が看る他にはありません。岩手県においては、老人

施設での医ケア児受入れに対する財源措置があるものの、 

実際、受け入れる施設は少ないようです。 

 医ケア児の在宅レスパイト事業として、１週間に３回 

まで、１回あたり１時間半までは医療保険の範囲内で適用に

なるものの、それ以上は自己負担となり、経済的負担が非常

に大きくなるため利用が難しい現状にあるようです。 

 そのため、医ケア児の家族に対する支援としては、市とし

て在宅レスパイト事業に対する補助を実施し、少しでも家族

の財政負担の軽減を図ることが必要だと強く考えます。 

2. 災害時の避難対策について 

 

答弁 H29 年に自主防災組織、地域公民館等対象に説明会 

を実施。役員の世代交代等により共有されていないケースも 

少なからずあると認識。 

今後、再確認等行いながら地域防災力の向上に努める。 

 

 

 

 

 

答弁 地区公民館に地区本部を設置する場所を

中心に考えていきたい。⇒ 議会後、市・防災

管理室と大船渡地区公民館などの施設管理者と

の災害時における対応等の意見交換の場がもた

れました。今後も定期的に実施されるとのことです。 

 

▶今後の地域子育て支援センター事業の在り方 ▶市内小学

校の洋式トイレ設置は 57.2%、早期整備について 他議論。 

 

市民の方から健康保険証を残してほしいとの請願が提出され、

賛成多数で可決。国に対する意見書について、賛成の立場で 

賛成討論を行いました。 

令和６年第４回定例会 2024 年 12月６～17日 

 

1. 統合後の学校施設について 
被災跡地以外で広い用地の確保が難しい当市にとって、海から比

較的距離がある廃校舎とその用地は、貴重な財産でもあることか

ら有効活用は必須と感じます。加えて学校統合から年数が経過し一

定の結論を出す時期にきていると考えることから議論しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

答弁 住民の交流や作業スペース、身近な地区のスポーツ 

施設として現状のまま使用するなど。ただし、施設規模の 

大きさや維持管理コストの面などから、市や企業などが施設

の維持管理を行い、地区や地域が施設の一部を占有する、 

もしくは貸出し等により一時的に使用する意見が多い。 

 

答弁 養殖施設や物流拠点としての活用、施設を解体し、 

グラウンドと一体的に産業施設の建設用地とする案など数件

の問合せがあった。今後廃校舎の活用についても念頭に置き

ながら、企業の誘致活動に取り組んでいきたい。 

 

答弁 地区住民による利活用を優先とするが、地区での利活

用には、譲渡や賃貸により地区の施設として主体的に維持管

理を行うこと等の条件を再度示しつつ、各地区の意向を確認

し、令和７年度中に各々施設の方向性を見出す。地区・市で

活用策を見いだせなかった場合、企業による利活用を求め

る。それでもなければ、除却の方向で検討する。 

 

答弁 建築基準法上の制限で、現状のまま使うことは難し

い。例として旧日頃市中を使用するには、浄化槽整備、 

エアコン設置、防火設備追加などで概算１億円超の費用が 

掛かる。基本的に市側で全てを整備することはない。 

 

答弁 令和５年度 

決算額 ５校合計： 

約 980万円 
法律などで義務とされてい

る安全管理他、光熱水費や

保険料、機械警備委託料等 

旧蛸ノ浦小学校 約 86万円 

旧日頃市中学校  約 315万円 

旧綾里中学校  約 209万円 

旧吉浜中学校  約 180万円 

旧越喜来中学校 約 190万円 

優子：医療的ケア児に対する具体的支援 
「在宅レスパイト事業」支援の実施は？ 

 
●医療的ケア児（医ケア児）とは： 

医学の進歩を背景として、NICU 等に長期入院した後も、 

人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たんの吸引や経管栄養 

などの医療的ケアが日常的に必要な児童のことをいいます。 

▶全国  2021 年で約 2 万人。15 年で２倍以上に。 

▶岩手県 令和４年度 253 名、うち気仙管内 12 名 

▶大船渡市 ５名 

全国同様、県内においても医ケア児は増加傾向にあります。

介護を担うご家族の負担をどのように解消するかが課題とさ

れており、2021 年９月に「医療的ケア児及びその家族に対す

る支援に関する法律」が施行され、医療的ケア児とその家族

への支援が国や自治体の努力義務から責務となりました。 

●在宅レスパイト事業とは： 

医療的ケア児を在宅で介護する家族の介護負担を軽減するこ

とを目的とした事業。訪問看護ステーション等の看護師が家

族の代わりに介護を提供し、家族の休息時間の確保や介護負

担の軽減、障害がある児童の兄弟姉妹である“きょうだい児”

と過ごす時間を創出することが目的です。 

 

ｚ 

ゆうこの 
用語辞典 

令和５年度・決算審査特別委員会   

日 
健康保険証を残すための意見書提出を求める請願  

優子：学校統合された学校施設の維持管理経費は？ 

優子：民間企業や団体などからの利用ニーズは？ 

優子：地区、地域からの利用ニーズは？ 

一般質問 12 月 11 日 

日 

議会 

優子：H28 年に策定された、大船渡市避難所運営マニュ
アルのしっかりと共有されているか？ 

優子：災害時における避難所運営にあたる、地区公民館
などの施設管理者と地区防災倉庫の取扱など含め、普段
から情報共有するべきではないか？ 

佐藤ゆうこ後援会  市政への疑問・質問、地域でのお困りごとなど、お気軽にお聞かせください！ 

住 所：〒022-0002 大船渡市大船渡町字下平 14-1 電話：090-7283-0348 FAX：0192-22-7726  E-mail：yuko.ofunato@gmail.com 

 

一般質問 ９月１２日 

日 

優子：統合した学校施設の活用方針決定とそのスケジュールは？ 

優子：空き校舎を住民のコミュニティー施設として使用するには？ 


